
取り組みを運営するためのヒント① 
大学ボランティアセンターとの連携 

【事例】 岩手県立大学学生ボランティアセンターは、新潟
県中越沖地震（2007年）の支援をきっかけに設立。東日本

大震災の復興支援活動はをはじめ、居場所・学習支援等
の取り組みにも継続的に協力を得ており、大学生の関わり
を継続する上で、重要な 

協力先となっている。 
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大学ボランティアセンターは、災害復興支援はもちろん、
日常の地域のボランティア紹介窓口として、大学等に設置
されている。2014年7月現在、全国の大学・短大、専門学
校のうち、160センターが設置されている。 

 
参考：地域貢献活動による学生の学びと成長を促すために 全国における
大学ボランティアセンター実態調査報告書 特定非営利活動法人ユースビ
ジョン 2009 

引用：大学ボランティアセンター情報ウェブ http://www.daigaku-vc.info/大
学ボラセンリスト/  2014年8月現在 
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